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　私が勝手に，医学統計の世界で 3大宗教と呼んでいるものがある．初心者が「と
にかくやってしまうベスト 3」である．

　連 続 変 数 教： とにかく何でも連続変数として処理する

　平均値±SE教： とにかく何でも平均値と SE（標準誤差）で示す（基礎実験を

経験されていた方に多い）

　多変量解析教： とにかく多変量解析を行った結果が正しいと考える

これら 3つの手法を駆使して，データに何らかの関係性があることを示すのはた
やすい．しかし，それを臨床にフィードバックするときにきちんと意味づけられ
る人は少ない．

　本章では，本書で統計を理解するための必要最小限の知識として，変数の種類
とその表現方法について解説する．

これだけは覚えておきたい
統計基礎

●2
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2.1　変 数 と は

2.1　変 数 と は

　図 2.1はある論文から持って来た表（Table）である．見ての通り，すべて数字
で表されている．患者によって変わる数字，すなわち変数である．臨床研究では
基本的には数値になったデータ，つまり変数を扱う．したがって解析のときだけ
でなくデザインの段階から，変数を常に意識しておくことが大切である．

　変数には，大きく分けて，（1）連続変数，（2）順序変数，（3）名義変数，（4）

2元変数の 4種類がある（表 2.1）．本節ではこの 4つそれぞれの特徴について解

説したい．
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2 章　これだけは覚えておきたい統計基礎 

図 2.1　ある論文のTable

（Kimura T et al. Circulation. 2012;126:1225―1236）

表 2.1　変数の種類

種類 長　所 短　所

連続変数 統計学的な検出力は最大
事象を鋭敏に検出できる 欠損値が発生しやすい

順序変数 事象を比較的鋭敏に検出できる 〃

名義変数 臨床的にわかりやすい
数字では表現できない事象が表現できる そのままでは統計処理ができない

2元変数 
欠損値を少なくできる
解析結果の解釈が容易である 鋭敏さに欠ける
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2.1　変 数 と は

（1）連続変数 

　臨床現場における多くのデータは連続変数である．身長や体重，BMI，血圧か
ら始まり，血液検査の項目もすべて連続変数である．また「時間」も連続変数で
あるがゆえに，「何でも連続変数として扱ってしまう」初心者（連続変数教）が多
いのもうなずける．

　統計学的な検出力は，事象を鋭敏に表現する連続変数がいちばん大きい．一方
で連続変数を分割したり，群分けしたりして，情報量を減らせば減らすほど検出
力が小さくなる．ただし，「関連性を見る」という点において検出力が大きく，よ
り低い p値を出すことができるが（「p値」に関しては 4.1節「検定とは」〈p.54〉

参照），逆に臨床的な意味づけをすることが難しいことも多い．例えば，年齢 1歳

あたりのリスク比が 1.002で有意だとしても（「有意」に関しても 4.1節「検定と
は」〈p.54〉参照），それをどのように診療に結びつけるか，という解釈は困難で
ある．実際に連続変数を使って出した結果については，理解のしやすさやメッセ
ージの伝わりやすさを踏まえる必要がある．

　連続変数は欠損値が発生しやすいことが欠点である．また連続変数を扱うとき
は，常に分布を確認することが大切であり（図 2.2），分布の形はデータによって
様々で，分布によって解析方法も異なってくる．図 2.2①のように真ん中を中心
にほぼ左右対称のお椀をひっくり返した形（正規分布）になっているものもあれ

ば，図 2.2②のように右側に長く尾を引く分布になっている場合もある．入院日
数などは，5 日目くらいにピークがあって，そこから右へなだらかに長く下りて
行くカーブを描く．ちなみに左側に長く尾を引くような分布は，臨床研究ではあ
まり見掛けない．それから夫婦岩のように大きな山からちょっと離れたところに
ピョンと山ができているグラフもある（図 2.2③）．教育データなどで見かける．

　図 2.2①の分布は平均値（mean）と中央値（median）がほぼ一緒だと判断で

きる（図 2.3①）．中央値とは全データを大きい順（小さい順でも構わない）に
並べ，ちょうど真ん中（50%の位置）にある値を指す．標本数を nとして，標本
数が奇数ならちょうど真ん中 n＋1

2
となる値をとればよく，偶数ならば真ん

中の 2つ n
2
と n

2
＋1 の平均値となる．平均値と中央値が同じならば，分布を

代表する値（代表値）は平均値であるとして問題ない．

　一方で図 2.3②のグラフは平均値と中央値が離れているように見える．左右対
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称ではない偏った分布で，平均値が片方（この場合は右）に引っ張られ，分布の
中で中心的な値から外れている．このような分布を代表する値（代表値）には，
中央値のほうがふさわしい．なお最頻値（m

モ ー ド

ode，分布の山の最も高いところの
値）はほとんどの臨床研究では使われない．集計をすることが目的とはならない
からと考えられる．

図 2.2　連続変数の分布あれこれ

①

真ん中を中心にほぼ左右対称の
お椀をひっくり返した形に
なっている分布もあれば……

入院日数を表す場合などに多く見られる
右側に長く尾を引く分布もあり……

②

夫婦岩のように大きな山から
ちょっと離れたところにピョンと
山ができている分布もある

人数

人数

人数

③
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　図 2.3②のような右に長い分布は，年収の分布も有名である．横軸が年収で縦
軸がその人数としてヒストグラムを描くと，少人数だけれども，大多数の人から
桁外れに高収入の人が右に長く存在するため，その人たちに引っ張られて平均値
も山の高いところから右へずれる．したがって年収の全体の平均値を提示されて
も，大多数の人がピンとこないのは当然で，多くの人（山の高いところ）は平均
値よりもずっと左に位置しているからである．

　平均値±SD（標準偏差，2.2節「標準偏差と標準誤差」〈p.16〉参照）で表せる

のは，平均値と中央値がほぼ一致し，お椀を逆さにしたような形の分布（正規分
布）をとるデータが原則である．図 2.3②のような「平均値≠中央値」のデータ

平均＝中央値

① ほぼ左右対称のお椀をひっくり返した形の
分布であれば，平均値と中央値はほぼ同じになる．
この分布を代表する値は，平均値でも中央値でも
どちらでもよい．

中央値 平均値

平均≠中央値
最頻値（mode）

②
片方（右側）に長く尾を引く分布の場合
平均値と中央値が異なるので，
この分布を代表する値は
平均値と中央値のどちらがよいのだろう？

人数

人数

図 2.3　連続変数の分布による代表値の違い


